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.アタックやブロックなどハードなプレーが目立った

h
F
，フ
ロ
ッ
ク
も
寄

せ
付
け
な
い

ス

ピ
ー
ド
豊
か
な

ア
タ
ッ
ク

町
制
施
行

ω周
年
を
記
念
し

第
一回
全
国
ビ

l
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

親
善
交
流
会
を
開
く
。

昭
和
臼
年
に
朝
日
町
で
誕
生
し
だ
ピ
ー
チ
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
は
、
年
齢
を
問
わ
ず
だ
れ
も
ガ
気
軽
に
楽

し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
現
在
お
道
府
県
に
広
ま

っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
町
で
は
、
町
制
施
行
犯
周
年

を
記
意
し
、

9
月
お
日
（
巴
）
巴
町
民
総
合
体
育
館

を
主
会
場
と
し
て
、
第
一
回
全
国
ピ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
親
善
受
流
会
を
開
催
し
ま
し
だ
。

当
日
は
、
秋
田
県
や
広
島
県
怠
ど
県
内
外
か
ら
ペ
l

419チ
l
ム
、
約
7
0
0人
ガ
参
加
し
、
熱
戦
ガ
展

開
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
で
予
選
を
勝
ち

痕
い
て
き
た
チ
ー
ム
だ
け
に
、
回
転
レ
シ
ー
ブ
や
戸

タ
ッ
ク
、
ブ
ロ
ッ
ク
怠
ど
ハ
ー
ド
な
プ
レ
ー
ガ
目
立

ち
、
レ
ベ
ル
の
高
い
大
会
に
な
り
ま
し
だ
。
ま
た
、

会
場
の
応
接
席
に
は
、
約
5
0
0人
の
観
衆
ガ
詰
め

か
け
、
身
を
乗
り
出
し
て
熱
い
声
優
を
送
っ
て
い
ま

し
た
。舎
回
の
入
賞
チ
ー
ム
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

V
男
子
マ
羽
歳
以
上
①
川
原
フ
（
高
岡
）

②
十
二
町

お
に
ぱ
す
（
氷
見
）

③
宮
崎
オ
イ
ポ
ー
ズ
（
朝
日
）

マ
お
歳
以
上
フ
リ
l
①
大
柿
町
ク

（広
島
県
）

②
定

塚
フ
（
高
岡
）

③
宮
崎
タ
ラ
l
ズ
（
朝
日
）

V
女
子
マ
崎
歳
以
主
①
む
ぎ
や

（蛾
端
）
②
宮
崎
浜

山
会
（
朝
日
）

③
朝
日
E
（
氷
見
〉

マ
お
i
羽
歳

①
宮
崎
減
山
会
（
朝
日
）
②
金
山
球
友
会
（
朝
日
）

③
二
上

（
高
岡
）

マ
M
歳
以
下
①
定
塚
ク
（
高
岡
〉

②
梅
（
朝
日
）

③
パ
ツ
ピ
l
高
宮

（福
光
）

企35歳以上フリーの部で優勝した広島県・大柿町クラフ.カの二もったアタック

po－
－
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a
m刷
を
聞
協

中
沖
県
知
事
立
ち
合
い
の
も
と

工
場
立
地
の
協
定
書
に
調
印
。

工犬
繁沢
の野
本町
往の
1じ
陸
電
気

一
一
憎
の
努
力
と
ご
主
従
を
わ
ね
制
い
し

ま
す
J

と
あ
い
さ
っ
さ
れ
ま
し
た
も

北
陸
電
気
工
業

の

概

要

北
附
百
%
仁
業
は
、
附
如
何
年
4

川

モ
ー
ル
ス
交
い
総
予
に
陀
川
す

る
山
以
ぷ
皮
膜
祇
抗
総
の
メ
ー
カ
ー
と

し
て
、
大
山
野
町
で
創
な
戦
後
‘

通

U
機
削
側
、
山
家
百
製
品
、

山
刊
行
機

m．

カ
メ
ラ
な
ど
の
持
及
に
よ
り
‘

M
肌
抗

叫
帥
巾
’
心
の
総
へ
い
屯
，l
部
品
メ
ー
カ
ー

と
し
て
発

Mq

m
相
幻
年
onHけ
に川崎‘

米
紙

2
mへ
上
場
さ
れ
ま

し
た
。
現
阪
で
は
、
泊
い
殿
山

な
ど
の
は
か
に
．

V
T
n
n

や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
な
ど

削
例
代
の
化
形
尚
H

川
に
内
店
賦

さ
れ
る
屯
子
都
品
を
製
造

し
．
こ
こ

2
年
聞
は
、
お

γ
似
昨
ほ
の
先
リ
ト
げ
・
日
同
附
引

を
述
成
し
て
い
ま
す

そ
の
た
め
、
的
年
3
川

則

（
同
年
度
）
の
年
問
先

トし
uh
I
2
6
3
5
8
、
uo

t
－

－

 

O
け
が
川
で
あ
勺
た
か
‘

的
年
伐
は
、
3
3
り
応
川

を
也
、
え
る
凡
込
ん
で
す
，

資
本
全
は
、
3
u
o
応
9
．

1
0
り
じ
り
円
ψ

従
業

M
は

l
、

6
5
0
人
で
、
下
が

女
子
俊
集
貨
は
全
員

清
潔
怠
白
衣
盗
だ

県
内
で
は
最
大
手
の
電
子
部
昂
メ
ー
カ
ー
、
北
陸
電
気
工
業

株
式
会
紅
ガ
朝
日
昭
に
進
出
し
、
旧
小
川
中
学
校
跡
地
を
中
山

に
工
場
を
建
設
す
る
こ
と
ガ
決
ま
り
、
旬
月
1
目
、
県
庁
特
別

室
で
、
中
沖
県
知
事
の
立
ち
合
い
の
も
と
、
寺
崎
町
長
と
中
村

妊
長
刀
寸
工
場
立
地
巳
関
寄
る
協
定
書
L

に
調
印
し
ま
し
だ
。

調
印
式
で
は

調
印
式
は
、
山
川
1
日
、
午
後
3

時
か
・
旬
、
県
庁
特
別
主
で
行
わ
れ
、

中
沖
県
知
や
の
立
ら
人
H

い
の
も
と
、

午
崎
町
長
と
中
村
北
陸
混
れ
工
業
社

儲
定
S
に
積
回
す
る
寺
盛
岡
町
長

行
を
ト
例
年
・
1
2
0
人
科
度
採
制
し
て

い
ま
す
七
な
取
引
先
は
、
防
衛
庁、

融
行
策

庁、

u・
本
屯

U
U
ぷ
公
社
、

N
H
K
、

－一一
洋
屯
出
内

シ
ャ
ー
プ
．
米
芝
、
日
本

屯
父
、

M
L仏、
～υ
川
上
泊
、
校
ド
氾
火
、
一二

袋
な
ど
、
日
本
の
一
流
h
k
業
で
、
取

り
引
き
は
変
屯
し
て
い
ま
す
ω

、

ま
た
、
関
連
会
社
は
一
ハ川山中也

f
・i

業
．
川
朴
正
「
仁
足
、
北
体
制
出
問
、

北
附
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
は
μ
凡
で
、

納
付
町
で
の
新
会
社
は
日
係

N
の・
l

劫
と
な
リ
ま
す

工
場
進
出
計
画

制
川
町
で
の，
L
地
池
山
叫
外
川
州
川崎、

新
会
社
を
匹
以
伝

L
．
川
小
川
中
小
校

跡
地
と
時
彼
の
川
明
地
H

灯
油
じ
り

6
、
3

り
り
・
千
万
．
・
を
般
地
と
し
て
、
り
附
収

川此
成
銘
打
判
例
凶
附
や
吋
変
似
杭
総
な
ど

の
五

f
m
n川・を制
点
店
す
る
て
州
場
を

一

期
、一

一則
に
分
け
て
也
ぷ
す
る
も
の
e

第

一
則
品
川
州
工
下
は
、
約
日
億
円

を
批
じ
、
附
削刊

ω年
4
け
に
桁
丁
、

ゆ

村

往

長

H
K
が
そ
れ
ぞ
れ

3
泊
の
協
定
舎
に
調

印
し
、
取
り
交
わ
し
ま
し
た
・

刻
印
後
、
宇
崎
町
民
か
ら
「
こ
れ

ま
で
明

H
の
初
日
町
を
担
う
若
い
人

が

一
人
で
も
多
く
定
住
す
る
総
策
的

笑
現
に
紛
力
を
重
ね
て
き
ま
し
た
・

本
日、

こ
こ
に
北
陵
電
気
工
業
保

式
会
社
の
弘
か

い
ご
協
力
に
よ
り

当
町
と
少
な
か
ら
ず
紘
の
あ
っ
た
北

隣
屯
公
工
業
と
工
場
立
地
の
調
印
が

で
き
ま
し
た
こ
と
は
、

ま
こ
と
に
存

ば
し
い
限
り
で
あ
り
ま
す
。
深
く
感

謝
い
た
し
ま
す
U

と
謝
鮮
が
述
べ
ら

れ
る
と
、
中
村
社
長
か
ら
「
他
に
も
2

1
3
の
進
出
依
繍
地
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
寺
崎
町
長
を
は
じ
め
町
の

方
々
の
熱
意
に
動
か
さ
れ
ま
し
た
ω

制

H
町
を
最
適
地
と
決
め
た
の
は
や

は
り
人
間
関
係
で
す
．

こ
れ
か
ら
も

川工

0・学用
綬飽
臓に
旭主主
とる
周回
辺小

同
年
川
け
に
は
1
0
0
人
の
従
業

M

で
機
業
を
開
始
す
る
，
寸
定
”
ま
た
．

m－
一則
H
川
州
・上
下
は
、
引
年
叩
け
に

桁
・1
L．
完
成
す
る
と

一
問
、
二
期

へH
せ
て
2
0
0
人
の
従
駅
北
川
削
明
日
刊に

な
る
，
ナ
主
で
す
‘

そ
の
後
、

一一
．
矧
以
降
の

m立
計
酬

も
伝
て
て
あ
り
ま
す

と
こ
ろ
で
中
村
社
長
は
、
「

A
州
で

は
、
附
初
印
年
同
日
け
の
山
保
業
附
飴
と

し
て
お
リ
ま
す
が
、
で
き
れ
ば
、
米

年
の

5η
に
も
保
業
し
た
い
。

ま
た
、
制

H
町
に
仁
肌
切
を
進
出
す

る
の
は
、
中
に
ト
し
地
－
E
労
働
力
を
判

川
す
る
の
で
は
な
く
、
地
・叫
に
似
ざ

し
、
地

κの
押
さ
ん
に
り
け
ん
で
も
・
り

え
る
食
業
に
し
た
い
そ
の
た
め．

紋
初
は
指
ゅ
の
立
味
も
あ
円
て
年
社

か
ら
純
H
H
を
派
泣
す
る
が
、
ゆ
く
ゆ

く
は
、
工
助
長
以
下
す
べ
て
の
従
来

μは
地
・刈
の
人
に
し
た
い

」
と
地
・正

を
大
切
に
す
る
巧
え
打
を
．ぶ
さ
れ
ま

し
た
。

円

h
v唱
1
内
J
』

－
特
集
企
業
居
間
薮
＠

企
業
誘
致
に
よ
せ
て

非
常
巴
あ
り
ガ
た
い

h
P
1

・ニ
－F
P
P時期jl
 

a

－－
圃・E何配
・・

世
間
路

w

i
t－

a
E
泊
進

釦

各
企
業
は
、
通
勤
の
関
係
か
ら
、

で
き
る
だ
け
近
く
の
生
徒
を
線
用
し

た
が
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
本
校
の

生
徒
は
、
不
利
な
条
件
に
あ
り
ま
し

た
。
で
す
か
ら
、
こ
れ
ま
で
は
、
県

外
で
就
職
先
を
聞
妬
し
て
き
ま
し
た
。

地
元
で
妹
用
し
て
も
ら
え
る
の
は
、

非
常
に
あ
り
が
た
く
、
心
強
く
思
い

ま
す
＠
山
払
は
、
進
路
桁
将
刊
当
に
な
っ
て

以
米
、
地
・・ん
へ
の
企
業
進
山
を
強
〈

刷

っ
て
き
ま
し
た
。

就
臓
で
き
た
ら
い
い
怠

；白高校
商業課2年

山本誠君

地
化
に
、
大
き
な
企
業
が
米
る
と

い
う
の
は
、
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
電
子
部
品
の
会
社
と
い

う
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
仰
び
る
会
社

だ
と
思
い
ま
す
。
こ
う
い
う
余
業
に

統
職
で
き
た
ら
い
い
な
。

で
も

一
つ
心
配
で
す
。
小
川
の
的

が
炊
い
の
で
、
交
泌
渋
mw
に
な
ら
な

な
い
で
し
ょ
う
か
u

不
況
に
も
強
そ
う

－

年
4

e

』

r
w
f副

校
課

唯

h
h
t・
育問通

E

可

a・
泊
誼日
劇

働
く
な
・
句
．
不
汎
に
も

W
科
さ
れ

に
く
い
し
、
だ
れ
で
も
大
き
い
会
社

が
い

い
と
思
い
ま
す
ν

そ
う
い
う
立
味
で
は
、

北
川
m
m也
h
A

工
業
が
成
放
で
き
て
良
か

っ
た
と
思

い
ま
す
。

通

鋤

に

便

利

ん

向
け
叶

内

e

q
4

・・b

佼咽体

制

官間過

日

泊
輩
出

対

地
必
に
働
く
州
場
が
で
き
る
と
、
近

く
て
通
勤
に

M
初
で
す
ν

バ
欽
で
き

て
内
氏
か

勺
た
で
す
e

安
ゆ
し
て
就
臓
で
き
る
ん

h

・
E

’EE
－－－

a
き

‘．Z
『

4
h
a
－－

2

H品

目

岡

・

』符
仙

伐
採

の

・・圃
－
h
k
h‘
．

丙問芳

し

aa
－－
l
a
－－

E
谷竹

就
職
先
を
決
め
る
と
き
は
、
泊
動

十
刀
法
や
魚
川
の
こ
と
を
考
え
ま
す
・

以
外
だ
と
、
下
山
な
ど
の
お
ふ
似
も

必
要
で
す
し
、
不
安
も
あ
り
ま
す
‘

近
い
と
、
安
心
し
て
就
職
で
き
ま

す
し
、
相
椛
も
安
心
し
ま
す
も

－
特
集
企
業
鶴
市
銀
＠
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火
災
予
防
条
例
な
ど
初
議
案
を
認
定
・
可
決

昭
和
弱
年
度
決
算
を
認
定

り臓会だよ

｜
｜
第

6
固
朝
日
町
議
会
定
例
会
（

9
月
）
か
ら

昭
和
回
年
第

6
回
朝
日
町
議
会
定
例
会
は
、
会
期
を

9
月
U
白
か

ら
お
日
ま
で
の
ロ
日
間
と
し
て
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

今
定
例
会
で
は
、
開
会
日
に
昭
和
問
年
度
普
通
、
企
業
会
計
決
算
、

昭
和
臼
年
度
一
一
般
、
特
別
会
計
補
正
予
算
な
ど
初
案
件
が
上
程
さ
れ
、

提
案
理
由
説
明
や
議
案
の
細
部
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
の
本
会
議
で
質
疑
を
行
い
、
所
管
の
各
常
任
委
員
会
で
慎

重
審
査
を
重
ね
、
泊
日
の
最
終
日
に
各
常
任
委
員
長
か
ら
審
査
結
果

が
報
告
さ
れ
、
委
員
長
報
告
に
対
す
る
質
疑
並
び
に
討
論
を
行
い
、

そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
認
定
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

請
願

2
件
の
審
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
願
書
思
妥
当
と
認

め
採
択
の
決
定
が
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
お
日
に
字
国
議
員
に
対
す
る
議
員
辞
職
勧
告
動
識
が
提
出

さ
れ
、
全
員
の
賛
成
を
も
っ
て
可
決
後
、
字
国
議
員
か
ら
提
出
さ
れ

て
い
ま
し
た
議
員
辞
職
願
許
可
案
件
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
日
に
常
任
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
、
委
員
選
任
の
件

が
上
程
さ
れ
、
各
常
任
委
員
が
新
た
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

向
W
引

的
拘
柄
端
的
拘mm
 

伯
尚

F

’unh
v
 

山
W
引諮問料総ーーた34沼崎%

t

、、一、
3
5
 

6

・σ

AM

いう
向い
V
IF
引の
A
VV
吐い

M
M
u
f
 

m
h

…
 

n
M
M旬

、，
a
ι町
村
品つ古川町

引いげ
ν

いん

付
託
案
件
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

ぷ

れ
原
案
の
と
お
り
認
定
、
可
決
す
ベ

ヘ
－v

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
ν

百
一戸

ぐ
叶d
LBd
p
 

小引～

山
川
悩
を
し
ま
す
が
、
内
山
合
的
に
は
間

一…一

組
前
川
が
あ
り
．
執
行
に
当
た
っ
て

ぺ併

は
、
川
m
煎
に
対
処
さ
れ
た
い
。

トナ

家
庭
で
使
用
さ
れ
て
い
る
食

．1

R
d
別
油
等
の
様
油
処
埋
の
実
態
を

三

調
作
し
、
た
れ
流
し
等
の
公
害
が
発

山口

生
し
な
い
よ
・
7
、
遁
切
な
処
埋
ト
刀
法

，
を
指
仰
す
る
と
と
も
に
廃
油
の
再
利

別
化
一
必
動
を
展
開
す
る
地
策
も
前
向

き
に
験
討
さ
れ
た
い
。

産
業
建
設
委
員
会

付
必
案
件
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
以
来
ど
お
り
必
定
、
川
叶
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
ν

るわね

常
任
委
員
長
報
告

総
務
教
育
委
員
会

篠
山
内
の
泊
れ
に
お
い

て、

次
の
安
堵
立
は
が
あ
り
ま
し
た
匂

川
道
8
サ
線
沿
い
の
山
川
崎
地

1
内
で
町
布
地
が
遊
休
化
し
て
お

リ
、
日
1
急
に
釘
効
治
則
計
耐
を
制
ぷ

き
れ
た
い
，．
M

似
た
等
法
州
品
以
総
策
の
一

mir－

－
t

し
て
新
紘
一
川
ト
ン
ネ
ル
の
主

な
お
、
事
伐
の
過
ね
で
次
の
要
法

立
は
が
あ
り
ま
し
た
。

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
ア

ー
ピl
ル
熔
の
設
置
筒
所
に
問
題

が
あ
リ
、
引
い
似
効
巣
並
び
に
役
資
効

果
が
十
分
に
発
婦
で
き
る
よ
う
鋭
立

成
を
自
注
に
町
迫
械
山
総
を
紘
制
改

良
し
、
大
引
パ
ス
が
泊
る
よ
・
つ
に
鋭

窓
努
力
さ
れ
た
い
。

削判
H
小
川
第
l
、
第
2
克
屯

3
一
附
並
び
に
里
中
小
川
ダ
ム
の
大

別
工
が
の
説
明
工
に
よ
っ
て
、
関
係
道

路
の
交
通
誌
は
激

mし
て
お
り
、
交

通
の
緩
初
を
図
る
と
と
も
に
交
通
事

政
防
止
の
見
地
か
・
旬
、
日
十
急
に
ス
ー

パ
ー
食
道
を
利
用
で
き
る
よ
う
聞
係

代
表
・

努
力
さ
れ
た
い
。

町
制
地
行
初
周
年
記
念
や
業

2
の
一
保
と
し
て
、
第
l
凶
全
凶

ビ
l
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
税
義
交
流
会

が
開
催
さ
れ
、
発
祥
の
地
と

L
て
名

戸
を
高
め
る
と
と
も
に
全
同
か
ら
参

加
し
た
選
手
等
か
ら
次
凶
の
開
催
も

要
望
・さ
れ
て
お
り
、「
観
光
の
町
」
制

H
町
の
名
を
全
国
に

P
Rす
る
見
地

か
ら
も
、
第
2
副
全
国
ビ
l
チ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
波
警
交
流
会
の
開
催
を
前
’
川

き
に
験
一
汗
さ
れ
た
い
。

削
叫
介
代
、
児
島
県
数
の
減
少
が
則

qd
符
に
表
わ
れ
て
お
リ
、
小
川
子
絞

の
統
合
問
題
の
什
宿
本
備
制
ω
を
総
A
N
計

酬
に
法
一
づ
き
、
H
t
怠
に
し仏
て
ら
れ
た

い
ω

ま
た
、申介
小
午
校
の
左
朽
校
合

の
危
険
皮
を
．
向
山
…
倹
し
、
児
取
の
生

命
安
全
と
教
育
効
巣
の
見
地
か
、
旬
、

補
修
繁
備
に
万
全
を
期
さ
れ
た
い
。

消
願
の

「非
課
税
貯
議
制
度
の
台

統
に
つ
い
て
」
は
、
制
窓
妥
当
と
必

め
、
採
択
と
決
し
た
U
H
、
鰍
此
け
さ
れ

ま
し
た
》

環
境
厚
生
委
員
会

付
託
楽
作
に
つ
い
て
は

そ
れ
ぞ

十
刀
ぃ
仰
と
協
議
さ
れ
、
全
線
開
泊
に
’
川

け
鋭
立
努
力
さ
れ
た
い
、

町
山
阜
の
消
吋
施
設
設
滋
に
つ

4
い
て
は
、
設
叩
取
什
桃
山
芋
並
び
に
刺

H
町
全
体
の
道
路
学
的
な
ど
を
勘
楽

の
う
、
ぇ
、

M
m
取
に
設
抗
さ
れ
た
い
。

内削断聞の

「
消
A
W

，
ぬ
設
の
ぷ
置
に
つ

い
て
」
は
、
剛
志
妥
当
と
認
め
妹
択

と
決
し
た
旨
、
副
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

ー一品

般
質
問
の
中
か
ら

受
益
者
負
担
制
度

を
導
入
当
町
は
い
い
米
川
地
借
で
あ

り
、
明
川
勺
波
山
の
ぷ
出
に

つ
い
て
は
、

一
部
の
迫
路
に
ね
い
て

ぷ
ぼ
さ
れ
て
お
り
ま
寸
が
、
。
什
始
以

か
ら
設
計
の
裟
引
が
多
く
．
町
州
市
ド

質
問

一
扇
谷
氏
繰
り
上
げ
当
選

朝
日
町
液
会
の
池
桃
川
民
主
徴

｛
同開

人
｝
に
い
人
リ
バ
が
生
し
た
こ
と
に
作

ぃ、

ωHけ
8
目
、
朝
日
町
役
場
に

れ
い
て
逝
挙
会
が
川
附
mm
き
れ
、
凶

行
的
二
氏
｛
出
店
刷
、
山
川
崎
｝
の
総

リ
ト
げ
に
よ
る
内
選
の
決
定
が
き

れ
ま
し
た
、

ニ
れ
を
受
け
‘
M
M
…
必
学
科
県

会
け
は
九
五
に
よ
り
占
河
川
巡
の
K
H
．．
 
小
が
r
れ

わ
れ
、
羽
江
川
H
け

9
H
、
例
日
町
選

止
干
行
用
吾
川
川
九
五
の
伊
東
一北山
H
A
K
H
H

U
K
か・り、
A
V

汁
．
滋
．
岐
阜
が
附
れ
r
き
れ

ま
し
た

業
と
し
て
実
施
さ
れ
る
場
介
、
多
舶

の
料
代
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の

紙
片
付
作
用
に
付
す
る
ト
刀
針
を
ど
の
よ

う
に
F
J
え
て
お
ら
れ
る
の
か
、
お
聞

き
い
た
し
ま
す
。

：

l

道
路
消
勺
施
ぷ
の
ぷ
前

2
E
4
ブ

に
つ
い
て
は
、
外
地
区
か

ら
多
く
の
療
情
を
受
け
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
ら
先
の

6
川
議
会
で
報
公
い

た
し
ま
し
た
よ
う
に
、
朝
日
町
地
ド

水
川
調
介
．
会
託
の
紡
米
、
安
全
似
水

Hm
は
l

H
九
り
4
6
、6
0
0
U一万一
、

て
、
削
何介
状
利
川
し
て
お
り
ま
す
地
卜

k
a．民主、
l
i
b
r
i
－
－

4
．
1
1
1
J－

J
i

i

J

i
－

－

d

1

1
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打

γ
で
す
・
し
た
が

勺
て
、
今
後
の

地
ド
水
の
附
免
可
能
水
川
引
は
、
－

M

LrJ
リ
l
2
、5
0
り
h
d一行
ソ
で
あ
る
と

い
う
凋
伐
鰍
行
を
叫
て
お
り
ま
す
・

し
か
し
、
地
一以
い
ご
と
の
問
先
吋
能

水
川
市
に
は
、
相
当
の
的
廷
が
あ
り
、

し
か
も
今
後
、
地
ド
水
利
川
口
．
m
の

m

加
も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
道
路
消

ι
T
I

地
ぷ
の
川
以
前
に
つ
い
て
は
、
従
米

に
も

mし
て
柏
市
J
e対
策
が
必
要
で

れ
原
案
の
と
わ
ね
り
認
定
、

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
牢
骨
盆
の
過
ね
で
次
の
要
望

怠
H
凡
が
あ
り
ま
し
た
。

特
別
養
謙
主
人
ホ

l
ム
の
昭

1
和

ω年
度
建
設
実
現
に
向
け
て
、

関
係
機
関
に
対
し
積
極
的
に
働
き
か

け
ら
れ
る
と
と
も
に
径
設
に
当
り
、

人

2
の
利
便
性
を
笠
慰
す
る
な
ど

出
偽
造
断
で
配
慮
さ
れ
た
い
。

公
共
地
設
内
に
お
け
る
遊
共

2
2飲
が
問
題
に
な
っ
て
い
る

折
で
も
あ
り
、
当
町
の
名
小
川
f
校
や

保
育
所
等
の
遊
具
が
主
的
化
法
び
似

川
柳
し
て
い
な
い
か
．向山…
倹
し
、
市
中
般

の
未
然
防
止
に
努
め
ら
れ
た
い
。

的
病
院
が
地
域
医
療
の
中
似

3
と
し
て
の
機
能
が
詰
で
き
る

よ
う
、
地
明
訟
の
増
改
築
を
術
極
的
に

行
う
と
と
も
に
患
者
が
他
の
公
的
病

院
で
検
併
を
受
け
る
こ
と
の
な
い
よ

う、

C
T
装
訟
の
導
入
な
ど
、
官
向
制

医
療
機
器
の
桜
倫
充
笑
に
努
め
ら
れ

た
L

。

可
決
す
べ

防
犯
灯
の
町
費
補
助
必
学
と

凋『

し
て
、
設
置
等
の
補
助
要
綱
を

定
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
明
維
な
判
断

を
・
が
さ
れ
た
こ
と
と
し
て
、

一
応
の

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
道
路
消
勺
施
設
に
は
、
多
似

の
費
用
が
必
要
と
な
り
、
町
の
財
政

本
怖
を
勘
案
し
な
が
ら
総
出
窓
口
理
に

つ
い
て
、
地
凶
域
住
民

・
議
会
の
ご
埋

卸
併
を
得
て
、
受
益
者
負
判
制
度
の
浦
市

入
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

霊
安
室
は
前
向
き
に

泊
病
院
で
は
、
人
件
刊

の
削
減
等
の
創
刊
由
に
よ
リ
、

6
年
前
か
ら
．化
亡
さ
れ
た
む
の
燃
送

を
業
務
安
託
し
て
お
ら
れ
ま
す
ω

し
か
し
、
公
ぶ
術
院
と
い
う
ぶ
州
場

卜
、
住
民
の
わ
刀
々
の
利
似
性
を
凶
る

こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
身
え
ま
す
ω

そ
の
点
に
つ
い
て
の
且
つ
え
を
お
聞

か
せ
胤
い
た
い
‘

ま
た
、
泊
病
院
に
は
、
死
亡
さ
れ

た
布
を
－
U
弘
前
す
る
読
ん
女
円
以
し
が
な
く
、

今
後
、
同
州
改
築
等
の
際
に
芯
・
浜
本
を

投
出
さ
れ
る
お
考
え
が
な
い
か
人
け
わ

せ
て
お
聞
か
せ
制
い
ま
す
匂

：
ー
：

収
代
、
遺
体
の
鍛
治
に

2
E
4
ブ

つ
い
て
は
、
治
快
か
ら
の

巾
し
山
を
交
け
て
民
間
業
釘
を
川
和
介

し
て
お
り
ま
す
ν

病
院
と
業
打
開
に

は
何
ん
ら
委
託
契
約
は
締
結
い
た
し

て
お
り
ま
せ
ん
も

質
問

病
院
と
し
て
搬
送
す
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
ボ
向
、
職
以
専
の
鈴
川
怖
、

科
伐
の
れ
州
な
ど
の
山
…
か
・
り
川
徹
て

あ
り
ま
す
u

な
お
、
他
の
公
的
術
院
も
川
憾
の

－

m会
だ
よ
り
＠

毘
定
さ
れ
た
も
の

昭
和
問
年
度
決
算

－
朝
日
町

一
般
会
計
総
入
歳
出
決
算

・
朝
日
町
同
民
健
康
保
険
特
別
会
計

成
入
品
凧
山
山
決
前
野

－
制
日
町
在
人
保
健
医
療
併
せ
恥
特
別

会
計
殺
人
殺
出
決
鈴

－
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
略的
療
地
ぷ

供
川
珍
機
所
特
別
会
計
必
人
必
山

決
算

－
朝
日
町

M
M八
健
康
保
険
必
療
地
設

山
崎
凶
作
療
所
特
別
会
計
成
人
必
出

決
算

－
制
日
町
同
民
健
康
保
険
診
療
施
設

岐
川
市
品
療
所
持
別
会
川
バ
ル
凧
人
川
崎
山
決

鈴
－
朝
日
町
簡
易
水
道
特
別
会
計
必
人

止
凧
出
決
算

・
制
U
町
川
縁
焚
や
み
H
A
市
一
特
別
会
一
川

成
人
以
山
山
決
算

－
州判
H
町
似
健
文
化
行
法
令
特
別
会

計
川
崎
人
必
山
決
算

－
制

H
町
伝
的
病
院
が
集
会
計
決
鯨

可
決
さ
れ
だ
も
の

昭
和
四
年
度
僧
正
予
算

－
制
日
町

一
般
会
社
納
止
予
算

｛第

2
H町J
｝

・
朝
日
町
川
民
健
康
保
険
特
別
会
社

補
正
予
算
（
第

2
U
｝

－
制
臼
町
加
必
奨
学
資
全
特
別
会
計

制
止
千
肺
肝

（第
1
ハと

条

例

・
例
目
町
同
民
健
康
保
険
条
例

－
朝
日
町
好
淀
川
明
阪
出
句
作
H

助
成
に
関

す
る
条
例

・
朝
日
町
乳
児
医
療
代
助
成
に
附
す

る
条
例

・
例
日
町
付

f
家
庭
及
び
父

f
家
庭

医
療
代
助
成
に
関
す
る
条
例

－
例
日
町
罰
則
度
心
身
防
山
刀
打
等
の
朕

出燃仰
H

助
成
に
附
す
る
粂
例

－
朝
日
町
火
災
チ
防
条
例

幽
鼠
員
提
出
織
寮

－
非
深
川
悦
貯
必
制
度
の
存
続
に
附
す

る
広
比
品
川
H

－
地
打
財
政
対
策
に
附
す
る
立
は
弘行

動

植

帽

・
泌

M
M職
勧
行
動
議

許
可
さ
れ
た
も
の

－
波
U
N川
崎
断
い
泳
川
吋
の
件

情

願

採
択
に
な
っ
た
も
の

・
消
勺
地
ぷ
の
必
山
に

つ
い
て

－
ル
諜
加
悦
V

川
必
制
度
の
作
絞
に
つ
い
て

十
刀
法
で
汁
処
し
て
い
る
の
が
収
状

で
す
ψ

し
た
が

勺
て
、
迫
峡
の
立
心
を
呼

市
一
し
、
近
快
か
ら
の
山
中
し
山
が
あ
れ

ば
、
業
い
引
を
川
知
介
す
る
と
と
も
に
絃

お
に
付
し
て
仙
川
市
．
に
付
処
す
る
よ
う

山
中
し
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
‘

－W
安－
M
の
ぷ
出
に
つ
い
て
は
、
術

院
の
地
ぷ
と
し
て
必
袋
な
ぬ
設
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
削
悦
K

似
の
地

ぷ
内
で
は
州
鰍
で
あ
り
、
施
川
以
の
同
州

改
築
の
際
、
ぷ
川
治
す
る
打
向
て
物
川

い
た
し
ま
す
ゆ

－
語
会
だ
よ
り
＠P

O唱
l
q
3
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校
．
川
同
行
併
の
統
山
崎へ川、

γ
川
船
化
問

…
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

2
の
到
来
に
よ
る

E
が
い
た

日
以
の
附
仰
h

仏
問
題
な
い
と
、

け1
急
に
解
仏

…
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進
妙

状
況
る
の
か
お
聞
か
せ
断
い
ま
す
“

ま
た
、
十
柳
地
内
に
お
け
る
舟
人

が
附
鰍
だ
と
す
れ
ば
、
他
の
地
un
に

上
地

K
向山
n
d
m
h
下
た
を
吟
人
す
る
t
p
J

え
が
な
い
か
、
へ
H

せ
て
わ
れ
聞
か
せ
断

い
ま
す
。

質
問

削
明
介
、
川
γ
抑
地
内
で
の

以
い
い
酬
が
仰
いが
業
リ
川
州
は
あ

り
ま
せ
ん
、

な
お
、
参
考
ま
て
に
中

L
lげ
ま

す
が
．
ヂ
柳
地
内
て
の
押収
州
特
別
いが

業
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
附
仰
山
刊
年

か
ら
引
年
に
か
け
て
地
伐
と
協
議
を

民
ね
努
力
し
ま
し
た
が
、
上
地
の
減

少
午
が
多
い
こ
と
浮
の
内
山
に
よ
り
、

f
併
を
叫
ら
れ
な
か

ゥ
た
杭
誌
が
あ

り
ま
す
ω

答
弁

し
か
し
、
い
す
れ
に
せ
よ
広
範
川

な

K
州
特
剛
刊
の
た
め
、
聞
係
地
以
い
h

机

委任

員委

員

一常一会
一
総
務
教
育
委
員
会

一
O
田

中

伸

一
O
大

平

吉

一

山

岡

政

一

様

松

一

米

丘

寅

一

篠

田

折

口

一
環
境
厚
生
委
員
会

一
o
u
僑

万

一
O
消

井

一

一

刷

谷

降

一

山

水

沢

一

平

奇

知

一

水

品

一
産
業
建
設
委
員
会

一

。

守

和

雄

一
O
魚

龍

一

E

目、

．

E
z
J

t

、、

F

4

／

部

粍

i
k
｜
 

一

水

旬

以

口

一

大

勝

雄

中

河

清

光

ヘ＠

委

員

長

J

rO
副
委
員
長
」夫？；実次作幸栄千日一一保 Jj券二
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－
議
会
だ
よ
り
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ぱぱの友達の愛’Ii.BMWに来って

いる｛実です。｛集も大きくなったら．

外市に来りたいな．ただ今． l必6

かJI.わんぱく.ffちざかりです．
制H町m似加代初人さん長男持
－￥＂君 （U｛｛相58.tf・4 H25 H牛.tl)

‘・回

お父さん，お母さん．お子さんの

写真に簡単な紹介支を付けて．役喝

総務課まで送ってください。

，

S
－
 

「
維
大
と
い
う
下
が
好
き
で
す
。
広

く
て
、
大
き
く
て
、
営
々
と
し
て
・：
。

そ
・7
い
う
千
の
窓
味
が
大
好
き
で
す
U

と
、
小
川
例
な
が
ら
も
フ
ァ

イ
ト
あ
ふ

れ
る
彼
女
ら
し
い
ペ
焦
が
泌
っ
て
き

休
み
な
が
ら
、
似
た
ち
は
郷

k
の’
H

ま
し
た
・

然
を
知
ら
な
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
で
ま
た
、
製
作
の
心
鳴
を
吟
ね
る
と
、

し
よ
う
か
。
日
然
に

「
受
賞
金
知
ら
さ
れ

縦
し
み

、

自

然

を

知

＼

ノ

ih
i

ん

た
時
は
．
信
じ
ら
れ

っ
て
こ
そ
、
私
た
ち

b
何

回

’

仰

！

さ

な
か

っ
た
。
本
計
だ

の

チ

係

に

、

ニ

の

炎

『

g
y
｝
凶

E
と
分
か
っ
て
、

本
勺

－
血
司
ョ

d
F

同‘，Y

ほ
阻
閃

し
い
例
日
町
を
英
し

ト
b
h－
ラ

ナ

引

に
7
れ
し
く
思
い
ま

い
ま
ま
で
鈍
し
て
い

岨

何

～

呼

h
j

し
た
）
と
の
・
』

く
こ
と
が
で
き
る
と

司

A
＼

出

ネ

さ
て
、
今

一

思
い
ま
す
」
と
の
こ

jμ
＼

酬

明

寸

昏
興
味
を
も
っ

と
。
そ

こ

で

、

こ

め

て

い

る

の

は

、

体
験
文
で

一
番
う
っ
た
え
た
か

勺
た

ー
や
っ
ぱ
り
ス
キ
ー
の
こ
と
で

こ
と
を
尋
ね
る
と
、
「
み
ん
な
も
っ
と

す

ν

あ
と
は
、
併
さ
な
シ
ン
ガ

地
織
の
す
ば
ら
し
い
臼
然
に
殺
し
む

l
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
敢
な
ど
〕

べ
き
で
す
。
ま
た
、
こ

の

自

然

を

こ

と

の

こ

と
。

の
ま
ま
絶
や
さ
ず
守
っ
て
ゆ
け
る

よ

紋

後

に

朝

日

町

に

つ

い

て

碍

う
な
マ
ナ
ー
の
よ
い
人
聞
に
な

っ
て

ね

る

と

、
「う
ー
ん
、
い
い
と

ほ
し
い

」
と
の
こ
と
で
し
た
。

こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
る
町
だ
と

そ
こ
で
好
き
な
J
袋
を
刈
う

と

、

思

い

ま

す

b

山
、
海
、
遺
跡
な

地
域
の
す
ば
ら
し
い
自
然
に

も
っ
と
親
し
む
べ
き

A
，
M
は
、
社
会
教
育
法
制
定
お
問

年
記
念
白
山
県
社
会
教
行
大
会
の
席

上
、
体
験
文
少
年
の
郎
で
紋
優
秀
賞

を
受
賞
し
た
、
小
林
地
徳
さ
ん
に
ス

ポ

ッ
ト
を
当
て
て
み
ま
し
た
。

小
林
さ
ん
は
、
生
ま
れ
も
行
ち
も

樹
保
で
は
成
。
生
徒
会
の
副
議
長
を

務
め
、
水
泳
、
ス
キ
ー
が
得
意
な
的

発
な
中
小
生
ゆ
か
な
り
し
っ
か
り
し

て
い
る
が
、
火
敗
も
H

柏
崎
例
や

っ
て
い

る
ら
し
い
ゐ
少
々
ド
ジ
な
と
こ
ろ
も

含
め
て
、
級
友
の
い
舶
は
厚
く
、
人

字
以
来
、
副
学
級
長
と
し
て
、
陰
に

日
向
に
友
達
を
助
け
て
い
る
と
か
。

そ
・』
で
体
験
文
の
袋
行
を
制
・
7
と、

「今
年
の
．虫
、
初
め
て
例
日
陪
に
校

リ
ま
し
た
そ
し
て
、
そ
の
拡
散
附
し

さ
を
肌
で
知
リ
ま
し
た
ω

朝
日
町
に

宮崎ビーチノてレーボールクラブ

週

回

で
は

物
足
り
な
い

山
崎
地
M
れ
で
は
、
地
区
体
行
協
会

か
6
年
前
か
・
句
、
地
民
川
氏
の
体
力
っ

く
り
の
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、

ビ
i
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
取
り
入
れ
、

ω洲
一
木
版

H
に
純
例
し
て
い
ま
し
た
。

ピ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
、
だ
れ

で
も
で
き
る
公
約
な
ス
ポ
ー
ツ
と
い

う
こ
と
が
地
区
民
に
想
解
さ
れ
．
ピ

ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
人
日
が
急
述
に

mえ
ま
し
た
ν

特
に
輔
人
柄
は
、
「
体
の
健
康
」
の

た
め
と
か
、
「夫
存
a

の
た
め
と
か
で

2
mし
ま
し
た
F

し
か
し
、
健
康
の
た
め
と
い
・
7
発

恕
か
・
り
、
帥
開
校
・
・
k
体
の
臥rfえ十り
が
生

れ
る
よ
・
ー
に
な
リ
、

し
か
も

、週
－

M
で
は
、
物
足
リ
な
い
」
と
い
・
7
・EaH
袋

が
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

そ
の
た
め
、
川
町
制
計
年
は
川
に
．

体
協
と
は
別
に
ピ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
を
決
し
も
う
と
、
削
H
f
u
入
、
化

，
ト
刊
入
、
社
出
入
で
結
成

L
．
u崎小れ

し
た
の
が
ん
川
崎
ピ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
ク
ラ
ブ
で
す

川
吋
什
仏
、
ト
川
判
山
川
wm
け
の
午
徒
7
時

却
分
か
ら
、
山
崎
小
川
f
校
体
行
館
で

川林川引けし
て
い
ま
す

Mm仰
は
．
ま
ず
定
る
こ
と
か
ら
航

め
、
サ
ー
ビ
ス
、
ハ
ス
、
ア
タ

ヴ
ク

立2
野の

~~ 友：
益子ニ
21さ
きん

の
総
仰
を
行
い
．

U
取
後
に
試
合
形
パ

の
u
桃山中
川
を
し
て
終
わ
リ
ま
す
む

純
刊
行
の
山
中
で
特
に
力
会
』
入
れ
て
い

る
の
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
総
刊
で
、
ド

ラ
イ
ブ
サ
ー
ブ
な
ど
、

例
入
例
人
で

打
ち
む
を
考
え
な
が
・
り
や
勺
て
い
ま

す
そ
の
た
め
、
特
色
の
あ
る
吋

｜
プ
に
は
、
「
仁
川
本
九
サ
ー
ブ
」

と
か

，久
次
郎
サ
ー
ブ
」
な
ど

と
い
う
．
細
み
山
し
た
人
の
私

的
か
付
い
て
い
る
も
の
も
あ
リ

ま
ふ
必
ヲ決

0
・
a

鈴
川
勺
て

い
る
の

は
、
川
鰍
U
叩

H
dへけ
の
利
子
が
、
な

か
な
か
は
勺
た
ら
な
い
・

τ輔で

す

て
も
み
ん

tu－
－
ま
く
な
ん
・
1

と

一
生
懸
命
や

リ
て

い
ま
す

A
，
彼
と
も
、
朝
日
町
で
小
し
れ

た
ピ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
泊

仁
．
ク
ラ
ブ

U
の
税
ぱ
く
を
は

か
け
な
が
ら
、
特
色
あ
る
ピ
｜

皐く仕明司耐1定いf
＊勤務先

山 1l1l~~H後科大γ： Hl1.!1，~内｜見

II（｛千1159年：4ll. i:\1IH＇’L•‘n.色｛;-i~i ，ドプ，•t

F必を1‘：i：し．今年の4けから. ；·：•；山医

科来科大•＂（： (.1"~4，·~院の行必Mlニ 現イ，，

I.!. I川5附41'i械のIll!H. l.fl~＼科病憾に

勤務しています

~·.＼~： 1i11系のfl ： ・I~ をしたくて． 千ういf,j-

i'rに行..＜~M という戦拡があ 勺 たので．

この11：・1・；にゆ

4,i.j院に勤務していると ． ”健I,~..が本

・，.，に人；切だと！必じますの

ノトLt.. I Hでも 11'・< H：・1・；にtl'Ulたい
です命

*N q＼~Li. 2～：i fJ＇・抗ったら.Jj・えます。
刈［；氾！の人を~·~能人にたとえると郷ひ

ろみ，

料..flll.t.i.

ど
。
そ
れ
ら
が
ヲ
ま
く
生
か
さ
れ
て
い

な
い
と
忠
う
ん
で
す
。

P
R
不
足
で

し
ょ
う
か
？
」
そ
し
て
、
特
に
う
っ

た
え
た
い
ニ
と
を
外
ね
る
と
、
「
「
供

か
ら
、
大
人
、
わ
ね
年
寄
リ
ま
で
、
も

ヮ
と
む

勺
と
山
川
然
に
縦
し
ん
だ
り
、

ス
ポ
ー
ツ
ル
』
愛
川
灯
し
た
り
し
て
‘
体

を
支
犬
に
し
、
心
の
仰
を
広
げ
て
い

け
ば
、
す
ぱ
・
句
し
い
町
に
な
る
と
思

い
ま
す
U

と
、
し
っ
か
リ
し
た
打
線

さ
ん
と
い
う
印
象
で
し
た
・

チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
に
し
て
い

き
た
い
も
の
と
身
え
て
い
ま
す

4

司
練
習
に
集
っ
た
仲
間
た
ち

合経味

f-、J.、

＊家族偶成

1111 ） 税と仰の』人’ぶ~~

－
み
ん
怠
の
ひ
ろ
ば
⑪

一
筋
の
き
れ
い
な
糸

も
っ
と
大
切
に

。
五
箇
庄
小
6
年

窪
田
隆
明
く
ん

あ
る
所
か
ら
日比
る
と
、

一
筋
の
糸

の
よ
・
ヲ
な
も
の
が
は
え
ま
1
”
そ
れ

は
小
川
で
す
ω

山
く
き
れ
い

で、

H

た
を
受
け
さ
ら
弘
、ら
か
が
や
い
て
い

ま
す
ゐ
小
川
は
き
れ
い
な
川
な
の

で

す
＠ば
く
は
、

ωけ
小
川
の
近
く
へ
散

歩
に
’
行
き
ま
す
ω

や
ま
め
の
ち
品開
…が

鮮
れ
を
な
し
て
泳
い
で
い
ま
す
，

し
か
し
、
ニ
ん
な
き
れ
い
な
川
に

も、

…内
い
所
が
あ
リ
ま
す
内
午
礼
パ

ッ
ク
、
品
川
仁
き
カ
ン
、
お
か
し
の
袋
な

ど
が
た
ま
っ
て
い

る
の
で
す
。

こ
れ
・
り
の
ご
み
は
、
か

つ
て
に
動

い
て
川
に
議
ち
て
い
く
は
ず
が
あ
リ

ま
せ
ん
υ

す
て
た
人
は
、
こ
ん
な
小

さ
な
物
、

何
に
も
な
ら
な
い
し
、
だ

れ
に
も
わ
か
・
り
な
い
と
思
う
の
で
し

ょ
う
し
か
し
、
．
借
入
が
す
て
れ

ば
、
山
山
の
ご
み
の
か
た
ま
リ
に
な

り
、
そ
の
始
ぶ
に
同
る
の
は
、
人
川

な

の

で

す

つ

ま
り
、
自
分
で
・
日
分

の
行
を
し
め
て
い
る
の
で
す
・
そ
れ

に
、
川
が
川
く
な
る
と
．
水
が
飲
め

な
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
オ
ー

バ
ー
だ
け
Y
＼

ニ
れ
で
は
、
人
間
は

は
ろ
び
て
し
ま
・
7
か
ら
し
れ
な
い
の

で
すで
も
、
・
－
の
ニ
と
を
泌
〈
考
え
て

い
る
人
が
い
る
の
で
す
ニ
の
ぱ
拠

に
，
／

l
ボ
イ
辺
助
t

が
准
の
・
り
れ

て
い
主
す
・
』
の
辺
助
か
き
か
ん
に

な
れ
ば
い
い
な
ど
思
い
ま
す

ば
く
は
、
・

－
の
ご
ろ
川
に
常
主
力

シ
か
流
れ
て
い
る
と
、
ひ
ろ
，
亡
す

て
た
り
し
て
い
ま
ナ

み

ん

な

と
は

で

5
会
く
て
も
‘
%
が
付
い
た
叫
で

も
や
ろ
う
と
思
い
ま
す

そ
れ
を
、

み
ん
な
か
や
る
と
ど
ん
な
に
か
き
れ

い
な
川
に
な
る
こ
と
で

L
I－－

協
の
き
れ
い
な
糸
を
も
ウ
と
大
切
にニれから勉·i~l します 、

－
み
ん
な
の
広
揚
⑪

広
U
唱
E
E
J



ご
協
力
あ
り
が
と
う

赤
い
羽
根
街
頭
募
金

ら
ょ
っ
と
、
し
つ
ニ
過
ぎ
た
か
な
？

ご
め
ん
な
さ
い
ω

お
か
げ
さ
ま
で
拡

令
．は

5
万
6
2
9
円
で
し
た

『一山
川

l
日
夕
剣
．
治

im仇
Z
か
一
崎
て
d

－
A

特
命
．2
P
作

一

戸

ポ

－

7

・〆－
7
f
f
k
叫
の九戸』

寄りがとうおたたかい窓

。＊－ド町 4ラ·~｛汁IJx· さんよリ ． 亡時ヨ

リさんの三），司忌のOt発として

100.000円

。段 水品熊次郎さんより約LIの誕’L

111獄－：＇itとして 50.000円

。と〈名さんよリ 30.000PJ 

0上町 ;;.:,f成1えさんよリ同作教主；B
場－~礼会を；：）－附 5.000PJ 

~iil F ·1~崎栄作さんよリ ．亡時つ効：

さんの供養として 50.000円

。山崎 )JU総敏犬さんよリ交通j世児の

?i'.Hd:1l1U：のために 3.000PJ 

0東ぷ~I' ＊＂川 勤さんよリ交i1fJii'i児
のN.HJ1 : 1••1上のために 3 . 00011~ 

朝日町善意銀行

(9月ll日～10月10日）

「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
宣
一
一
一
一
回

第
幻
回
朝
日
町
社
会
福
祉
大
会

m川
5
H
、
聞
係
計
約

2
0
0
れ

の
参
加
を
得
て
、
第
幻
凶
朝
日
町
什

会一
似
社
大
会
が
、
朝
日
町
制
紙
セ
ン

タ
ー
て
附
似
さ
れ
ま
し
た
a

大
会
で
は
、
ま
す
ま
す
多
級
化
す

る
仙
仙
．ニ
ー
ズ
に
対
し
、
関
係
お
か

一
体
と
な
り
、
地
域
住
民
の
連
情
と

参
加
を
得
て
、
一
悩
枇
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
が
行
百
さ
れ
ま
し
た
ν

さ
ら
に
、

4
明
日
の
大
会
決
議
を

係
択
し
、
今
後
、
関
係
帆
れ
が
そ
の
実

現
に
努
め
る
と
と
も
に
、
行
政
償
問

へ
も
．
袋
約
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、

ま
た
、
社
会
川
社
に
H
K
年
氏
似
さ

れ
た
同
体
の
山
川
労
行
と
凶
作
息
銀
行
へ

多
く
の
ご
丹
ぶ
を
汚
附
さ
れ
た
ト
々
々

に
ぷ
彩
、
悠
謝
状
が
鮒
ら
れ
ま
し
た

一第フー
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一回
ス
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三手 白
身美町
ス~
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部
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一

一般
男
子

一
似

い
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肘

久

－一
似

M

城
山
叫
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一一
般
・
中
学
女
子
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句
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第
2
回

ア
サ
ヒ
ジ
ュ

ニ
ア

オ
ー
プ
ン
テ
ニ
ス
大
会

出
場
者
募
集

『
グ
｜
つ
ィ

l
u仲
’
仙
石
川
大
会
J

r

山
山
県
子
選
を
絞
ね
る
『

ア
サ
ヒ
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス

山
山
県
テ
ニ
ス
協
会

H
H
H
H

｛一日

｝

糾

M
町
総
合
体
行
航
及
び

州

H
小
テ

ニ
ス
コ
ー
ト

。
種
目
及
び
ク
ラ
ス

ン
ン
グ
ル
ス

H
4以
ド
剛
山
－

K

（グ

l
フ
ィ
作
絵
ね
る
）

は
J
以
ド
剛
力
・
女

（
グ
｜
フ
ィ

l
u仲
絞
ね
る
｝

ω
4以
ド
山
内
－

K

O
申
込
先制
U
町
総
川
2
．l
H

山

水

渦

ま

て

O
主
催

。
共
催

。
日
時

O
会
場

決
議
事
項

l

川小
川
向
小
の
特
別
認
定
必

ι人
ホ

l

ム
の
H
卜
州
問
佳
品
以
と
デ

f
サ
ー
ビ
ス

や
制
H
本
件

ε人
等
の
民
党
必
機
能
の

，1h
Hリ

2

．必

M
A行
へ
の
仏
門
機
代
助
成
、

年
金
、

Mm川
付
設
、
資
全
代
日
付
な

ど
作
純
制
度
の
鉱
光
強
化
h

3

M
祉
谷
川
体
の

n－
平
ぃ
的
動
を
高

め
る
た
め
に
、
町
補
助
の

m制
ω

4

社
会
制
祉
協
議
会
の
法
然
必
化

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
充

実
の
た
め
町
健
助
の
納
強
”

町
社
会
福
祉
柏
崎
旗
会
長
表
彰

川
中
児
山
叩．吾

川

柚

ト小
中
氏
総

．史

削

制

作

法
間
三
郎
助

，， 

在
人
ク
ラ
ブ

向
い
．W
人
会

通

以

友
義

戦

没

行

迫

版

会

川

上

舵

犬

身
体
陣
引
材
協
会
水
－
M

w

m

児
京
ク
ラ
ブ
結
得
打
高
木

兆
三

下
新
川
郡
社
福
連
会
長
感
謝
・
表
彰

社

会

悩

祉

推

進

本

れ

林

待

問

民
生
児
武
委
い
只
泌
総

U

作
文

江
洲
配
常
子

水
山
川
秋
二

井
き
み
乙
』

悦
覚
障
持
者
協
会

付
チ
制
祉
会

司F関係者200名ガ＠加した信従大会
,I' •. !l・I，仲旬 1

硬
式
テ
ニ
ス
教
室
受
講
生
募
集
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E
d
f
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川
l
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現
ル
札
，
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州
制
打
町
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i
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$
4
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A
F
b
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切
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ま
で

第

8
回

夜
間
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

山
山
岨
吻
皐
台
車
骨
健
常

制

H
町
体
行
協
会

日
川

U
H
・
却
日

・
ロ
バ

3
1

．ト
表
7
む
干

0
・J7

・・
3
・
F

4

4
0

・
u
”
1
u
u
u

O
会
場

総
ヘ
H

体
行
館

O
参
加
資
絡

川
州
日
町
に
似
併
を
訂
す
る
打
、

え
は
刊
は
閉
す
る
お
た
だ
し
、

O
主
催

。
日
時

申

込

る
者
所
定
の
山
川
紙
に
必
要
が
出
引

を
記
入
の
う
え
、
制

H
町

教
行
委
い
川
会
へ
山中
し
込
む
。

g
m
M
I
l
o
4
 

5
0
0
川
｛
保
険
料
合
む
）

叫
れ

（光
桁
剛
）

日
川
辺
日
｛ト恥
）

受

m料
定
員
締
切
り

第
8
田
町
内
対
抗

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

O
準
決
勝
山
崎
問
主

m

<! 

irl 
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3 

山
崎
五
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O
決
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崎
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1
1
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児
欲
、
生
徒
、
ト人
中
小
い
を
除
〈

仰
ス
ポ
ー
ツ
安
ん
h
協
会
川
阿
川
似
険

に
加
人
す
る
．

。
試
合
方
法

削力

f
、
女
・
ー
の
部
を
ぷ
け
、
ダ

ブ
ル
ス
械
と
す
る

O
参
加
費

l
ベ
ア

1

．2
0
0
川

O
締
切

日
川

μυ

O
申
込
先

総
人
H

体
行
館

※
そ
の
他
派
細
に
つ
い
て
は
、
総
九
H

体
行
鉱
へ

（
官
同
1
1
8
3
8
｝

6
1
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－
ふ
く
し
の
窓

＠

点
訳
活
動
に
参
加
し
て

点訳
;r;ランティア

坂本洋子さん

「
自
分
も
何
か
役
に
ぶ
ち
た
い

，」

そ
ん
な
時
で
し
た
。
広
桜
の
山
…
訳
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
必
仰
の
制
に
け
が
止
ま

勺
た
の
は
：
・
：
・
あ
れ
か
ら
中
十
年
、

川

2
M
の

A
内
川
動
を
い
靴
け
、
初
め

に
は
や
じ
た
閉
さ
も
な
く
な
り
、
今
は

マ
イ
ペ
ー
ス
で
山
…
？
を
打
て
る
よ
－つ

に
な
り
ま
し
た
ω

点
下
は
ま
だ
完
全
に
覚
え
て
い
ま

せ
ん
の
で
‘
ガ
イ
ド
ブ
γ

ク
を
H
凡
な

が
ら
w仇
し
て
い
ま
す
。
で
も
、
日
以
近

は
‘
上
以
下
川
紙
に
れ
つ
，
ブ
チ
フ
チ
」

の
以
け
も
リ
ズ
ム
に
泉
町
て
き
た
よ
・7

に
思
い
ま
す

似
た
ち
点
ぷ
ボ
ラ
シ
テ
ィ
ア
ク
ル

ー
フ

「フ
チ
コ

の
会
‘
は
、
悦
党
防

巾
刀
打
の
わ
ね
々
と
と
も
に
的
動
し
て
い

ま
す
が
．
広
報
あ
さ
ひ
を
数
部
点
以

し
、
符
さ
ん
に
読
ん
で

い
た
だ
き
ま

し
た
6

ぷ
山
子
が
多
少
あ
り
ま
し
た
が、

と
て
も
み
ん
で
い
た
だ
き
、
防
刀
打
の

十刀
と
交
流
の
少
な
か
ゥ
た
犯
に
は
、

込
み
上
げ
る
悠
動
で
し
た
。

そ
し
て
、
山
下
心
点
以
す
る
ど
け
に

と
ど
ま
ら
ず
、
人
と
出
慨
す
る
ニ
と
や

心
の
ふ
れ
あ
い

の
大
切
さ
を
感
じ
ま

し
た
紋
後
に
、
点
以
に
興
味
の
あ

る
打
、

一
一
初
に
的
動
し
ま
せ
ん
か
。

第14回
教職員スポーツ大会中央大会

附
如
刊
川
刊
年
ほ
の
第

十
制
大
会
以
米
、
今

年

M
M
Hを
迎
え
た

教
純

μ
ス
ポ
ー
ツ
大

会
中
央
大
会
は
、
ト
ぶ

る
uo
川
辺

H
附
に
、

山川
大

に
川
川
附
さ
れ
、

5
川
山
中
川

1

8
川
小

白川崎，
H刊
H
H

，
．．
．．．
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、，・
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目、
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’lH
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r

’L
2
t－
ea－a
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’’huv叶

内
外
地
波
大
会
を
勝

ち
快
い
て
き
た
似
チ

ー
ム
が
参
仲
決
し
て
．

附
M
m
H
h八
銭
伎
の
作
刷
い
れ
を
鋭
い
へ
け

い
ま
し
た

九
銭
伐
の
U
判
決
．
制

U
は
、
パ
レ

ポ
ー
ル
心
弘
子
の
郎
、
パ
ド
＝
7
〆
ト
ン

一一
般
の
泌
で
俊
勝
を
飾
り
、
山
十
球
’
u

次
勝
と
な
リ
、
州
判
け
の
健
闘
が

H
h仏

ehソ
宇
品
ー
し
れ
ん

ノ〈

村勝？
ポ

Jレ

女
子
σ〉
部

日

川

一
L

パ

m
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2
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1

1
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り
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一
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の
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品
川
必

釧・
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緊相談室地23風
邪
を
引
い
て

し
ま
っ
て
か
ら
．

「
あ
の
時
あ
ん
な

こ
と
を
し
な
け
れ

ば
良
か

勺
た
U

と

思
う
こ
と
が
よ
く

11月のけんとうti 

2!1 

厚生年金川l人朽・の liが1~11己年金に ff:.\!:

加l人し．保険料を納めていないときは．

どう なりますか。

2年以前の保険料は時効で．納付する

ことはでき ません。その11111111については．

年金を受ける権利をJI.I..祭したものと はなされ

ます。

しかし．2年以内の保険料であれば．今か

らでも納めることができます．

また.jJfj n：年余制度でIi . 任意川l人.t.t~で

あったため. IEll込年余に／Jll入しなかったJUU::J

をjJfjtl；対象JUI聞に していますか.I !ii l込年子宮に

加入し．滞納しているlYJtlllti.jjfjfPHUUJHIJ 

にはしないことになっています。

そのため．いつたんH:.
らカ、のf甲.rlJて，納付で》きな〈な勺たときIi.f f: 

立／JU 人のt品令｛~ . 免除の制度があリませんので．

[Ji・l民年金をやめ．納1・1uT能にな勺て.jl｝び川l
人することになリます。

そうして絞けるニとが／Jll人（iの情千IJを守る

ことになります。

問

答

⑨
 
⑨
 
⑨
 
③
 
③
 
⑨
 
⑨
 
⑨
 
⑨
 

品
W
⑨

あ
リ
ま
す
w

ゆ

だ
て
の
樽
稿、

川
吻
冷
の
う
た
た

M
m
応
、
過
労
．

hA
の
緩
み
な
ど
は
然
物

⑨

で
？
風
邪
に
は
、
風
%
を
引
く
引

③

き
令
が
か
な
ら
ず
あ
り
ま
す
匂
そ
れ

ゆ

を

一

u
で一一
6
・7
と
、
川
・惜
し
皮
変
化
に
付

勤

し
て
、
体
尚
一
調
僚
が
う
ま
く
ゆ
か
な

⑨

か
っ
た
と
き
で
す
の

ゆ

こ
れ
を
踏
ま
え
、
風
W
刊
の
防
止
対
策

阪

を
あ
げ
て
み
ま
し
ょ
・

1

⑨

①
う
た
た
寝
は
や
め
る

⑨

山
払
た
φ

り
の
体
は
、
山
肌
る
と
体
判
幅
削
州

⑨
 
⑨
 
⑨
 
お⑨
 
⑨
 
⑨
 
ゆ

笹

川

地

区

縦
内
．
h
A口
チ

m
u
泊

一
区

絞
余
裕
子
、
大
谷
い
づ
み
、

⑨

桜
川
忠
、
亀
谷
美
佐
緒
、
殿
村
修
、

⑨

小
林
京
4
3
、
村
沢
治

日
間
泊
二
区

片
桐
初
茂
、
悩
－
M
み
え
チ
、

⑫

竹
内
最
乃
夕
、
岡
島
武
将
、
山
崎
袋
、

⑨

長
井
文
人
、
窪
田
美
和
子
、
佐
筏

ゆ

美
克
明
子
、
松
沢
伝
行
、
若
林
和
彦
、

阪

脇
山
健
二、

村
日
時
志
、
清
水

一

③

徳
、
白
浜
修
二
、
岡
本
利
正
、
米

②

悶
正
人
、
大
村
正
治

航
泊
＝
一
区

山
本
ふ
み
よ
、
作
U
位

打、

⑨
 
園

内

問

案

ド

随

イ

U

ガ

加
し
血
眼

お

唾

よ
い
以

も

川

館民公

風
邪
に
御
用
心

邸
機
能
が
低
下
し
ま
す
。
阪
り
そ
う

な
時
に
は
原
初
を
し
た
リ
、
布
川
や

じ
レ仰
を
附
け
る
な
ど、

卜
分
な
州
中
倫

を
し
ま
し
ょ
う
匂

②
風
呂
に
は
二
本
の
タ
オ
ル
を

H
本
人
は
、
入
浴
に
は

一
本
の
タ

オ
ル
し
か
他
わ
な
い
人
が
い
ま
す
。

や
は
り
尚
か
ら
上
が

っ
た
ら
、
十

分
に
乾
い
た
パ
ス
タ
オ
ル
で
よ
く
水

%
を
ぬ
ぐ
っ
て
、
そ
の
ト
．
に
ぷ
飢
を

お
る
よ
・
7
判
的
づ
け
ま
し
ょ
－

1

③
中
年
の
薄
着
は
禁
物

治
い
う
ち
は
と
も
か
く、

中
年
・
に

な
っ
た
ら
衣
矧
に
よ
る
削
除
温
に
は

l
分

役
立
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
岐
似
性
の

山
氏
い
信
仰
千
の
肌
必
を
成
本
に
し
、
れバ

川
川
に
応
じ
て
瓜
ね
ψ

引
を
す
る
と
・
以
い

で
し
ょ
う
。

川
押
印
純
子
、
絵
原
牧
チ
、
中
山
敏和
、

柿
村
学
子
、
大
・十
勝
英
、
仰
げ
市恥
向
則

美
千
、
山
本
沢
宇
一二、

出
…
坂
健
一
、

悔
冷
維
笑

五
箇
庄
地
区

上
打
数
人
、
治
水
品
刀
、

松
井
由
美
千
、

b
寸

mm示
、
凶
凶
彩
、

伊
藤
法
相
、
治
水
佳

f
、
山
総
回
多

MM
い
子
、
岡
山
渦
埋
子
、
佐
政
敏
附
、

松
滞
正
険

簡
保
地
区

山
水
山
崎
美

f
、
北
山
氏

リ
炎
、
符
U
小
夜
子
、
ukω
げ
必
菜
、

勝
以
禿
典
、

H
K
u
q込
山
美

，， 
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－－・回

－
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H
川

目
、
A

田
川
川

除
一
：
一
家

h
一
ぬ

一
大

④
寝
具
に
も
配
慮
を

山
冷
え
チ
防
の
，ホ
イ
ン
ト
は
、
山
川

れ
は
よ
く
乾
燥
さ
せ
る
u

布
川
は
、

保
川
畑
、
岐
川
仙
の
後
れ
た
も
の
ω

枕
は

大
き
め
の
も
の
。
山川
糸
】
は
峨
川
川
刊
の

良

い
も
の
を
お
ま
し
ょ
・

1

⑤
過
労
と
気
の
緩
み

過
労
や
%
の
絞
み
は
、

飛
・
火
な
胤

W
仰
の
引
き
分
・
の

一
つ
で
す
ω

字
削
の

変
わ
り
H
N

や
風
邪
の
流
行
則
に
は

度
を
絶
し
た
過
労
や
体

H
仰
の
%
の

緩
み
を
大

い
に
怜
成
し
ま
し
ょ
う
。

霊

献

血

の協力
者

9
月
実
施
分

境
地
区

一
限
辺
カ
ツ
ヨ
、
大
半
円
、

宮
崎
地
区

加
泌
氏
仁
、
加
繰
り
札
口必

M
谷
山
峨
ト
心
、
加
級
学
維
、
一
次
川
保
、

野
川
広
旬
、

汀
品
川
弘
夫

山
崎
地
区

間
中
久
縦
、
ぷ
史
郎
、

九叩ト
．俊
彦
、
仙
名
実
相、

仙
名
良

成
、
治
水
明
代
、
大
成
水
仙
一
、
山

本
千
世
伴
、
大
航
臨
時
也

大
家
庄
地
区

伊
総
政
降
、
広
川
U
M

成
子
、
広
間
ハ

f
、
井

U
俊
和
、

藤
田
宏

f
、
山
附
久
刷
、
以
U
夫

初
子
、
．
ゎ
紙
仰
で
チ
、
中
山
久
美
子
、

新
凹
説
、
氷
山
本

f
、
土
問

M
H
f

川
瀬

一
二
来
、
内
鴨
川
丹
、
ト
制
作
陥

f
・
一
日
川
附
准
二
、
工
城
主

一
（
附
名

）

一日批FJt 

・
1
．、．
’
－’i 

e

開・・
：
ー

司

I
一
日同
－

1
 
1
 

－

融行
鋭
機
．
し
ゃ
臨剛山内
の
な
い
断
切
の
近
く
に
児

km送
附
池
唯
ザ
が
あ
り
、

f
供
に
と
勺
て
し
危
険
で

あ
り
、
宿
泊
切
な
防
次
を
し
て
欲
し
い
》

O
陪
運
局
及
び
川
町
制円
に
迎
給
し
た
と
こ
ろ
、
こ
の

路
切
は
．
山
崎
仕
付
仙
水
路
切
に
な
っ
て

い
る
の
で
、

終
報
機
、
し
ゃ
断
機
は
ぷ
伍
さ
れ
て
い
な
か

っ
た

が
、
交
通
係
議
と
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
が
泣
け
ら
れ
た
。

－

屯
気
仙
版
刷
斜
令
が
今
月
だ
け
、
べ
ら
ば
う
に
い
日川か

ゥ
た
。
険
針

に
談
リ
が
な
い
か
調
べ
て
欲
し
い
旬

O
通
産
品
に
照
会
し
た
と
こ
ろ
、
ぷ
必
で
あ
る
よ
と
が
判
川
し
、

そ
れ
に
伴
う
併
置
が
と
ら
れ
た

－

児
釈

・
生
徒
の
泊
学
道
路
に
泊
ωm
校
ぷ
を
新
ぷ
し
て
は
し
い
w

O
税
地
調
伐
し
、
申
し
山
山
の
が
%
を
統
必
・
さ

つ
そ
く
竹
納
税
h

に

連
給
し
た
と
こ
ろ
、
設
罰
さ
れ
る
こ
と
に
な
勺
た
れ

こ
れ
は
．

m
mな
一
例
で
す
h

川刊
本哨
は
寸
べ
て
持
術
で
あ
リ
、

無
料
で
す
．
川A
叫刊
に
初
出
帆
し
て
く
ど
さ
い
U

〔
行
政
相
殺
日
〕
（
定
例
｝

・
ト
砂
川
第
l
・
第

3
火
曜
日

｛

ω時
1
午
後

3
時

｝

－
劫
所
は
、
朝
日
町
一
M

M

侃
セ
ン
タ
ー

｛
告
別

1
0
5
7
6
）

〔
行
政
相
談
委
nH
〕

－
加
必
八

郎

山

2
4
3
（東
ド
ノ
制
）
宮
山
｜

2
り
6

3

一

（
い
つ
で
も
山
毛
で
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
“
屯
ぷ
で
も
判
例
で
す
。一

品

－
く
ら
し
の
情
報
室
＠

愈
行
政
相
談
委
員
か
ら

庁
こ
の
よ
う
な
苦
情
や

要
望
は
す
ぐ
相
談
を
H

（
事
例
）

富
山
財
務
事
務
所
か
ら

大
蔵
省
北
陸
財
務
局
の

「
お
山
財
務
部
」
は
出
岡
山
間
改
午
に
よ
り
、

同
月
l
白
か
ら

「
高
山
財
務
が
務
所
」
と
し
て
免
起
し
ま
し
た
。

今
回
の
改
午
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
下
務
に
つ
い
て
見
爪
し
が
行

わ
れ
、

一
部
は
北
陸
財
務
局
へ
作

勺
た
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
同
布

財
産
の
売
払
又
は
口
付
の
が
務
、
金
融
機
関
の
弘
行
が
務
、

山民
全
巡

阿
部
資
金
の
融
資
金
の
融
資
に
関
す
る
が
務
は、

必
務
所
で
行
い
ま
す
。

な
わ
品
、
所
花
地
、
電
話
怒
号
の
変
ぽ
は
あ
リ
ま
せ
ん
。

所
広
地

一T
9
3
0

富
山
市
丸
の
内

l
T
H
5孫
日
外
J

電
話
番
号

（
0
7
6
4
）
詑

1
5
5
2
1

引
き
続
き
新
し
い

富
山
労
働
基
準
局
か
ら

日
月
引
日
か
ら
日
月
初
日
ま
で

「
般
叫
川
口
ふ
れ
附
知
旬
川
」
で
す
。

本
年
度
も
地
域
別
紋
低
口
令
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。
令
制
州
の
小
知

を
四位
由
と
す
る
造
反
が
ま
だ
あ
り
ま
す
。
れ
を
付
け
て
く
だ
さ
い

富
山
県
の
舷
悦
口
令
は
、

－
M
3
、
2
7
7
川、

時
間
給
労
働
行

1
時
間

4
1
0
川
で
す
ー

ニ
の
は

か
‘
政
業
別
紋
悦
口
令
も
決
ま
っ
て
い
ま
す
e

圏
骨
骨
骨
骨

「
県
民
同
日
能
必
山
叩
．
・
の
4

（AA
い
れ
を
鉱
山
沢
し
主
す

コ
ー
ス
は
、
，
版
州

コ
ー
ス
L

で．

作
山
川
状
の
仇
州

づ
く
リ
を
’
打
け
い
ま
す

1
1
A
料
は
無
料
、

U
叫
は．

H
Hけ
お
日

（
日
｝
午
前
9
時

1
午
後
4
時
ω

山中
込

は
、川市
一部
山
守
校
能
川
ρ
絞
へ
、

一一一一一

u
d事

H
’

丸
山
川

い八
一
役
一
一川

9月IIB～10月10日

・1乏 Jt¥.1::, ・）.よさんかん. J完小7：校の
グラウンドザ｛ぬ.，~川と して）（） Jj川の

；仔l~Jかありました

• 1~ ’l 、γ：悦 l’ TA さ んから. J;l’J ，・下絞
のグラウンド終！~ii ＇／~川 として 5 )j川

のが1:Hかあリました月

• J;l11)(: "I'-~t さんから . J；~小’下伎のグラ

ウンドキ三fiijj代JIJとして 5JjPJの；汗附

があリました

・人；Yf.町の山本仮説tさんから広報のた

めにと 5f・ll Jの；仔附があリました。

l句作 ｜ ぷ 帥 ｜ 』崎併 i: Iii' 

政j~削iの製作について ｜稲 J11 健次iK ;-.: Bi '1’央公 I~ 節
約.30 I :.: 1・ズダンス い 111 川l'Lff-t.:;, ？ー｜
2!¥ I ff.,k併 の机 ）ょ 叶 A;'¥Ji:J:I怖い.；＇~Ii：・公I~館

十l交ダシえ I y Ill 栄：l/,jltJセシター i;(1 公 I~ 釘（

Iゅの斤~（I I ＞.！. 災 .. :. J'’！白川公民館｜山崎公 I（航
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9月20日～10月19日

新しい教育委員
企寺崎町長からクラブE震が!l与

｜今回の同紙｜

昭和59年第7l!•I波会臨時会で．任期

満了lこI'ドう初！日町教育委上i：去のを民を

任命するため.，，；］，立を：｝さめる来的：がJ・.

f'i~ ..同意さtl.次の｝）々が析し〈教ff

委上iに任命されました。

この席上．先に募集してあった体験

文人従朽の表彬があリ．朝日 lfiに登っ

た絞験を過して. !'I然の大切さをう っ

たえた事~I 日 q 1 や校 3 年の小林端徳さん

が．少年の官｜；で最優秀1't・に．スポーツ
をj泊して．似怜と努力と精神力が培え

たとう ったえた朝日中学校2年の松則

明代さんが優秀賞に紳：きました。

て十1＂わIL . 先に？を Ii!. した ，没、＇＇＂~起人会

の陥低水代表が．センタ一正1(1i企；l誕j;1ij

にが務んiの行似を仰げました。
・1q；草刈Ii. N,¥ftl；センターの社会悩祉
協，議会内に設；宣され．社会前，iM：法人設

立：の.；~：・ uf lfl 的や往iOに 1•11けた ・I~務をす

るこ とになっています。

4

司
受
通
安
全
戸
ビ
ー
ル
熔

．
a

－4
，d『

．．
 

幼年消防クラブを結成

10月6日．移！日町町制局i行30周

年記念消防然と朝日町幼年消防ク

ラブ法令会結成大会が．泊小学校

グラウンドで｜羽1桜されました。
幼年i~i ~）j クラブIi . 火災予防知

識を幻jL、時から問お うと．保育所

4 • 5 J~託児と小ザ：校 3 年生までの

Jf・ I. 225人てヘ 新しく組織化され

たものです。

大会でl;t.，ぷ崎町長から各保育

所 ・小学校ごとにクラブ統を校与

し．川久保U本防火協会総務部長

から｜切火ワ ソペンが贈呈され．幼

年消防クラブを代表し．九川i:f.. ，と

君．後総，.y,rさんの2人が 「ばく
たち．わたしたちは火あそびしま

せんJ と力依〈 ．？守、、の音楽を.i.£

べま した、そして.iiカ年消防クラ

ブ政隊によるかわいいi'~（会披%を

i tぃ．参｝Jll行令上iによる市街J也ハ
レードにn，リました。

F
O唱
l
n
o

－
ま
ち
の
う
ご
き
＠

次いて＂，町制他行30/?i}年記念消

防祭をh'~＇.日本消防協会から大

平婦人消防隊への併”T機ポンプの
佼与．町長から作少年消防クラブ

（小学校4Sf.’I＝.以 上．中学3王子生

までのflt織）や勉 ・小』c－.堂HI.
大半の各財人消防隊. ）.えび日東紡

純．小川j山誌の作1'4l~i消防隊に！§

ri'ti~kが贈られました。

また．防火ポスターで特選にな

った木山1111r < 1克小乍：校少年消防
クラブl.I在l日宏美 （・：：・；崎）．長井・i(;・

也 （iitJll l . 悩ii·~咲·｛＇ (i(I), f左機ur.
仰 （Ii.筒iU.,i；聖fi't之 （大家ru.
~Fl:P1 1· 前 ｛ j釘似 ）. 11i・ J:.', ・；＇（；ー（世u千
分）．谷II L、ずみ （山崎）.'Ji'i経かお

り （朝日中）さんを消防団長から

表彩しました。

永井雄次郎氏
(60んに i{i'ト．）

清水親範氏

lO)J 141::1.ぷiミiiiて

｜持Ifii¥：された第39凶!Fl1 ¥: 
体行大会で.;,'j・lf<.縦範

氏 （jflj三i11i府r.初JH回J
！被 ｜ρ＇.il:H.協会J:Uが．
n~ 父山市：を’走市されま

した。

l•iJL\:1ま ． IE!f.本をはじめ． 千守的の｜み＂＇

9立技大会の弘行を務められたはか．昭
和~｛9年に開催された東京オリンピ ッ ク

では．降..I：競伎の＇/fr'1司lHも務められま

した。

また．日本陸上段技連却の代議員19..

び以 ・町の｜接 l：校校協会の役tiを!ti仔：

し i地上鋭伎のtM興発岐に御尽力され

たニとにより. l• iJ t.＂＇＜.を受f;i:：されたもの
です。

長谷川年男氏
(61んに亦llf)

_,(A· ~ ... 

ぺ
ad
－

...笹川側側壁導坑部

70人カ（：！'riftして行われました。

diトンネルは．上横尾と笹川P.:Iのtll

J也をくリ政＜ .713ι‘のtえさて＼紙。｝ょ

うやj＇，織り I.・れを合的 941：二。

181意4千万円をかけ.6lif・IOJIに〉ヒ

成する寸（.Ji'.です。

10月14日
竹の内神社ご遷宮

，~，i I浜竹の内の八4磯村．でご逸＂：：・；のfW・し
が．秋祭りにあわせ多彩に縦リ ll；げ

らtLました。

これは． -t杓1ヒヵc許しかった制l民tや
kJ• （を~.. nたするため． 2かJlliH i Li自IJI；幸
いさんHを!ti汁iとして安抗されていま
したが．完成したため．；作附朽 （f'r泌

総峨氏犬Jt.it.ii山I ＼身 ）やx~q民JI＃，九
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こで. i(1 IBTから．！九獄山tillの卜J也を無

f'i't提供するIf1しii＼カrムーコたため．大Jト．

3~ J心めから 4、w を悦‘i.\t し •jl沿‘新た

に株パ会社小川 i~.~ ~il として 党jι した ，，

L:U~. >.,:·1-:;y.:；政争にポるま で。｜；年 ＇t.~~

必ゥ たが• II｛｛千IJ:W.'.f・I；いl’.ti＇こJ刺足さil. 
・，μ：の機長所にで全身．．まもなく終戦のJ1iJ

ii'・! I JIにIi, ll ~~111~.彬 卜Jii(14両院と なり．

J1i] 24年 lこは．県、＇1:i(141~~；；：；になる や そし

て.ll{{.fll29it'・. ょうやく小Illi: .. t以i(Iiめ
として1'i-IJHしたのである．．
近年． ＊~W~I や：＆，；魚 I ＇・I. IW~I肉属：~ ·~；－；が

新築され．大JI・:~｛ )f~に おr~たされた ， 1 j ~ 、

主主物のすべてが；／｝を出し．テラ γ クス

な泌氏ホテルに盆身した。
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